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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　一定の段差を設けて水平に配置された複数の各踏板の段鼻が廻りの中心側から外側方向

に伸びている廻り階段であって、

　各踏板の踏面は、平面視矩形状の領域が前記段鼻を前記踏面同士の境界線として複数に

分割された形状を有し、

　前記複数の各踏板のうち、所定の踏板から１段上の踏板の段鼻と前記１段上の踏板から

所定段上の踏板の段鼻とは、前記平面視矩形状の領域の内側の点を始点として外側方向に

伸びており、

　前記所定の踏板の踏面と前記所定段上の踏板の踏面とは、平面視において前記始点とな

る内側の点と前記廻りの中心とを結ぶ線分を境界線として隣接していることを特徴とする

廻り階段。

【請求項２】

　前記踏板各々の踏面の最小幅は、前記矩形の何れか１辺の長さと同一の長さであること

を特徴とする

　請求項１に記載の廻り階段。

【請求項３】

　前記矩形は正方形であり、

　前記複数の各踏板の段鼻のうち２つ以上の段鼻は、前記正方形における前記廻りの中心

を通る対角線上の点を始点として外側方向に伸びていることを特徴とする
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　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 廻 り 階 段 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 複 数 の 各 踏 板 の 段 鼻 は 、 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出 し た 折 れ 線 の 形 状 を 有 す る １ 組

の 段 鼻 を 含 む こ と を 特 徴 と す る

　 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 廻 り 階 段 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 踏 面 の 中 心 側 端 部 か ら 所 定 距 離 だ け 離 れ た 地 点 で あ っ て 平 面 視 に お い て 前 記 踏 面 を

挟 む 段 鼻 上 の 地 点 間 の 距 離 で あ る 前 記 踏 面 の 奥 行 寸 法 は 、 前 記 踏 面 各 々 に お い て 同 一 で あ

り 、

　 前 記 折 れ 線 の 折 れ 点 と 前 記 中 心 側 端 部 と の 距 離 は 前 記 所 定 距 離 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と

す る

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 廻 り 階 段 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 １ 組 の 段 鼻 各 々 の 形 状 は 、 前 記 折 れ 線 に 代 え て 、 前 記 折 れ 線 の 折 れ 点 で 曲 率 の 正 負

が 変 化 す る 曲 線 で あ り 、

　 前 記 折 れ 点 よ り も 前 記 廻 り の 中 心 側 で は 、 前 記 １ 組 の 段 鼻 は 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出

し 、

　 前 記 折 れ 点 よ り も 外 側 で は 、 前 記 １ 組 の 段 鼻 は 互 い に 近 づ く 方 向 に 突 出 す る こ と を 特 徴

と す る

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 廻 り 階 段 。

【 請 求 項 ７ 】

　 一 定 の 段 差 を 設 け て 水 平 に 配 置 さ れ た 複 数 の 各 踏 板 の 段 鼻 が 廻 り の 中 心 側 か ら 外 側 方 向

に 伸 び て い る 廻 り 階 段 で あ っ て 、

　 各 踏 板 の 踏 面 は 、 平 面 視 正 方 形 状 の 領 域 が 前 記 段 鼻 を 前 記 踏 面 同 士 の 境 界 線 と し て ３ つ

以 上 に 分 割 さ れ た 形 状 を 有 し 、

　 前 記 踏 板 各 々 の 踏 面 の 段 鼻 は 、 前 記 正 方 形 の １ 辺 の 長 さ と 同 一 の 長 さ で あ り 、

　 前 記 各 踏 板 の 段 鼻 の う ち ２ つ 以 上 の 段 鼻 は 、 前 記 正 方 形 に お け る 前 記 廻 り の 中 心 を 通 る

対 角 線 上 の 頂 点 を 除 く 点 を 始 点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び て い る こ と を 特 徴 と す る 廻 り 階 段 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 廻 り 階 段 に 関 し 、 特 に 、 廻 り の 中 心 付 近 で の 踏 み 外 し を 防 止 す る 廻 り 階 段 に

関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 狭 い ス ペ ー ス に 階 段 を 設 け た り 、 上 下 の 直 階 段 を 接 続 す る た め に 、 廻 り 階 段 が 利

用 さ れ て い る 。 図 １ ６ は 、 従 来 に お け る ３ 段 の 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｇ の 平 面 図 で あ る 。 当 該 廻

り 階 段 １ ０ ０ Ｇ に お い て は 、 上 り 始 め （ Ｕ Ｐ ） と 上 り き り （ Ｄ Ｎ ） に 向 か っ て 順 に 高 く な

る 第 １ 段 ～ 第 ３ 段 の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ が 、 所 定 の 角 度 間 隔 を あ け て 平 面 視 で ９ ０ 度 の

角 度 範 囲 に 亘 り 設 け ら れ て お り 、 当 該 ３ 段 の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ に よ っ て 昇 降 向 き が ９

０ 度 変 化 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｇ の 各 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 段 鼻 １ １ ， ２ １ ，

３ １ は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 点 Ｐ １ 付 近 の 廻 り の 中 心 側 か ら 外 側 方 向 に 伸 び て い る 。 踏 板 １

０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ は 、 正 方 形 Ｓ の 領 域 が 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ を 境 界 線 と し て

３ 分 割 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 図 １ ７ は 、 従 来 に お け る ４ 段 の 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｈ の 平 面 図 で あ る 。 当 該 廻 り 階 段 １ ０ ０

Ｈ に お い て は 、 上 り 始 め （ Ｕ Ｐ ） と 上 り き り （ Ｄ Ｎ ） に 向 か っ て 順 に 高 く な る 第 １ 段 ～ 第

４ 段 の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ が 、 所 定 の 角 度 間 隔 を あ け て 平 面 視 で ９ ０ 度 の 角 度 範
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囲 に 亘 り 設 け ら れ て お り 、 当 該 ４ 段 の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ に よ っ て 昇 降 向 き が ９

０ 度 変 化 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｈ の 各 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ の 段 鼻 １ １ ，

２ １ ， ３ １ ， ４ １ は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 点 Ｐ １ 付 近 の 廻 り の 中 心 側 か ら 外 側 方 向 に 伸 び て

い る 。 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ は 、 正 方 形 Ｓ の 領 域 が 、 段 鼻 ２

１ ， ３ １ ， ４ １ を 境 界 線 と し て ４ 分 割 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ れ ら の 平 面 視 正 方 形 状 の 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｇ 、 １ ０ ０ Ｈ に お い て は 、 踏 面 の 最 低 幅 は 正

方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ Ｌ １ と 等 し く な っ て お り 、 当 該 Ｌ １ に 対 し て 、 踏 面 間 の 境 界 線 と な る

段 鼻 の 長 さ Ｌ ２ 、 Ｌ ３ 、 Ｌ ４ の 方 が 長 く な っ て い る 。

　 具 体 的 に は 、 図 １ ６ に 示 す 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｇ で は 、 Ｌ ２ （ 段 鼻 ２ １ （ 下 か ら １ 段 目 と ２

段 目 の 踏 面 １ ， ２ 間 の 境 界 線 ） の 長 さ 、 及 び 、 段 鼻 ３ １ （ ２ 段 目 と ３ 段 目 の 踏 面 ２ ， ３ 間

の 境 界 線 ） の 長 さ ） ＞ Ｌ １ （ 正 方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ （ １ 段 目 の 踏 面 １ の 段 鼻 １ １ の 長 さ 、

４ 段 目 の 踏 面 が あ る と 仮 定 し た 場 合 の ４ 段 目 の 踏 面 の 段 鼻 ４ １ の 長 さ ） ） と な っ て い る 。

　 ま た 、 図 １ ７ に 示 す ４ 段 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｈ で は 、 Ｌ ４ （ 段 鼻 ３ １ （ 下 か ら ２ 段 目 と ３ 段

目 の 踏 面 ２ ， ３ 間 の 境 界 線 ） の 長 さ ） ＞ Ｌ ３ （ 段 鼻 ２ １ （ 下 か ら １ 段 目 と ２ 段 目 の 踏 面 １

， ２ 間 の 境 界 線 ） の 長 さ 、 段 鼻 ４ １ （ 下 か ら ３ 段 目 と ４ 段 目 の 踏 面 ３ ， ４ 間 の 境 界 線 ） の

長 さ ） ＞ Ｌ １ （ 正 方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ （ １ 段 目 の 踏 面 １ の 段 鼻 １ １ の 長 さ 、 ５ 段 目 の 踏 面

が あ る と 仮 定 し た 場 合 の ５ 段 目 の 踏 面 の 段 鼻 ５ １ の 長 さ ） ） と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ こ で 、 建 築 基 準 法 に お い て 、 階 段 を 設 置 す る 場 合 の 踏 板 の 寸 法 等 の 基 準 が 定 め ら れ て

い る 。 例 え ば 、 図 １ ６ に 示 す 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 奥 行 寸 法 （ 平 面 視

で 踏 板 の 段 鼻 上 の 廻 り 中 心 側 端 部 か ら 所 定 距 離 Ｗ （ ３ ０ ｃ ｍ に 設 定 ） 離 れ た 地 点 と 、 当 該

踏 板 に 隣 接 す る 次 段 の 踏 板 の 段 鼻 上 の 廻 り 中 心 側 端 部 か ら 所 定 距 離 Ｗ 離 れ た 段 鼻 上 の 地 点

と 、 を 結 ん だ 線 分 の 長 さ ） Ｄ １ の 最 小 値 、 及 び 、 図 １ ７ に 示 す 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４

０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ の 奥 行 寸 法 Ｄ ２ の 最 小 値 は 、 住 宅 に お い て １ ５ ｃ ｍ に 設 定 さ れ て

い る 。 ま た 、 踏 面 の 最 低 幅 Ｌ １ は 、 住 宅 に お い て ７ ５ ｃ ｍ に 設 定 さ れ て お り 、 こ の 幅 の 確

保 す る よ う に 限 ら れ た 空 間 を 利 用 し て 廻 り 階 段 を 設 置 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 奥 行 寸 法 Ｄ １ 、 Ｄ ２ の 最 小 値 の １ ５ ｃ ｍ は 、 こ れ 以 上 短 い と 階 段 の 昇 降 時 に 足 を 踏 み 外

し 易 く な る 長 さ で あ る 。 ま た 、 所 定 距 離 Ｗ の ３ ０ ｃ ｍ は 、 こ れ よ り 短 い 中 心 側 端 部 の 踏 面

の 領 域 は 、 足 を 載 せ る 領 域 と し て 機 能 せ ず 、 仮 に 足 を 載 せ た 場 合 、 足 を 踏 み 外 し 易 い 領 域

で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の よ う な 従 来 に お け る 廻 り 階 段 で は 、 廻 り の 中 心 側 の 踏 面 に 足 を 掛 け た 場 合 に 、 足 を

踏 み 外 し た り 滑 っ た り す る お そ れ が あ り 、 そ の 場 合 に は 、 次 の 下 段 で も 足 を 載 せ る こ と が

で き ず 、 数 段 下 ま で 落 下 す る 恐 れ が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 廻 り 階 段 の 中 心 側 に お い て も 安 全 に 昇 降 可 能 と す る た め に 、 特 定 の 段 の 踏 面 の 中 心 側 を

設 け ず に 、 当 該 中 心 側 の 踏 面 の 領 域 を 下 段 の 踏 面 に 割 り 当 て る こ と で 、 当 該 下 段 の 中 心 側

の 踏 面 を 広 く す る 技 術 が 存 在 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

　 し か し な が ら 、 下 段 の 中 心 側 の 踏 面 の 領 域 を 広 く 確 保 す る と 、 上 段 の 踏 面 の 幅 が 狭 く な

る と い う 問 題 点 が 生 じ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ８ ６ ６ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

10

20

30

40

50



(4) JP  7090369  B1  2022.6.24

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 各 踏 板 の 幅 を 確 保 し

つ つ 、 廻 り 中 心 側 に お け る 足 の 踏 み 外 し や 滑 り に よ る 数 段 下 へ の 転 落 を 防 止 す る 踏 面 形 状

を 有 す る 廻 り 階 段 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 廻 り 階 段 は 、

　 一 定 の 段 差 を 設 け て 水 平 に 配 置 さ れ た 複 数 の 各 踏 板 の 段 鼻 が 廻 り の 中 心 側 か ら 外 側 方 向

に 伸 び て い る 廻 り 階 段 で あ っ て 、

　 各 踏 板 の 踏 面 は 、 平 面 視 矩 形 状 の 領 域 が 前 記 段 鼻 を 前 記 踏 面 同 士 の 境 界 線 と し て 複 数 に

分 割 さ れ た 形 状 を 有 し 、

　 前 記 踏 板 各 々 の 踏 面 の 最 小 幅 は 、 前 記 矩 形 の 何 れ か １ 辺 の 長 さ と 同 一 の 長 さ で あ り 、

　 前 記 複 数 の 各 踏 板 の 段 鼻 の う ち ２ つ 以 上 の 段 鼻 は 、 前 記 平 面 視 矩 形 状 の 領 域 の 内 側 を 始

点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 踏 板 各 々 の 踏 面 の 最 小 幅 は 、 矩 形 の 何 れ か １ 辺 の 長 さ と 同 一 の 長 さ で

あ る た め 、 各 踏 面 の 幅 を 十 分 確 保 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 ２ つ 以 上 の 段 鼻 は 、 平 面 視 矩 形 状 の 領 域 の 内 側 を 始 点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び て い

る た め 、 当 該 始 点 と 廻 り の 中 心 と を 結 ぶ 線 分 の 上 側 及 び 下 側 の 踏 面 の 領 域 を 広 く 確 保 す る

こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 側 の 踏 面 の 中 心 側 付 近 で 足 を 踏 み 外 し た と し て も 、 下 側 の

踏 面 の 中 心 側 の 領 域 に 足 を 載 せ る こ と が で き 、 数 段 続 け て 落 下 す る の を 防 ぐ こ と が で き る

。

　 こ の よ う に 、 各 踏 面 の 幅 を 十 分 確 保 す る こ と が で き 、 且 つ 、 廻 り 中 心 側 に お け る 足 の 踏

み 外 し や 滑 り に よ る 数 段 下 へ の 転 落 を 防 止 す る 踏 板 形 状 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 記 発 明 に お い て 、

　 前 記 矩 形 は 正 方 形 で あ り 、

　 前 記 複 数 の 各 踏 板 の 段 鼻 の う ち ２ つ 以 上 の 段 鼻 は 、 前 記 正 方 形 に お け る 前 記 廻 り の 中 心

を 通 る 対 角 線 上 の 点 を 始 点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 平 面 視 に お い て 対 角 線 で 隣 接 す る 踏 面 の 中 心 側 領 域 を 広 く す る こ と が

で き る た め 、 上 段 の 踏 面 の 中 心 側 付 近 で 足 を 踏 み 外 し た と し て も 、 下 段 の 踏 面 の 中 心 側 の

領 域 に 足 を 載 せ る こ と が で き 、 数 段 続 け て 落 下 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 複 数 の 各 踏 板 の 段 鼻 は 、 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出 し た 折 れ 線

の 形 状 を 有 す る １ 組 の 段 鼻 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 １ 組 の 段 鼻 に 挟 ま れ た 踏 面 の 折 れ 点 付 近 の 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が

で き 、 足 の 踏 み 外 し や 転 倒 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 記 発 明 に お い て 、

　 前 記 踏 面 の 中 心 側 端 部 か ら 所 定 距 離 だ け 離 れ た 地 点 で あ っ て 平 面 視 に お い て 前 記 踏 面 を

挟 む 段 鼻 上 の 地 点 間 の 距 離 で あ る 前 記 踏 面 の 奥 行 寸 法 は 、 前 記 踏 面 各 々 に お い て 同 一 で あ

る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 各 踏 面 の 奥 行 寸 法 が 同 一 で あ る た め 、 昇 降 し 易 い 。 ま た 、 従 来 よ り も

各 踏 板 の 踏 面 の 奥 行 寸 法 を 長 く す る こ と が で き 、 各 踏 板 の 踏 面 の 奥 行 寸 法 を 十 分 確 保 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 折 れ 線 の 折 れ 点 と 前 記 中 心 側 端 部 と の 距 離 は 前 記 所 定 距 離 以 下
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で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 中 心 側 端 部 か ら 所 定 距 離 以 下 の 領 域 の 踏 面 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が

で き 、 所 定 距 離 以 下 の 廻 り 中 心 側 に お け る 足 の 踏 み 外 し を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 １ 組 の 段 鼻 各 々 の 形 状 は 、 前 記 折 れ 線 に 代 え て 、 前 記 折 れ 点 で

曲 率 の 正 負 が 変 化 す る 曲 線 で あ り 、

　 前 記 折 れ 点 よ り も 前 記 廻 り の 中 心 側 で は 、 前 記 １ 組 の 段 鼻 は 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出

し 、

　 前 記 折 れ 点 よ り も 外 側 で は 、 前 記 １ 組 の 段 鼻 は 互 い に 近 づ く 方 向 に 突 出 す る こ と を 特 徴

と す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 １ 組 の 段 鼻 に 挟 ま れ た 踏 面 の 領 域 の う ち 、 折 れ 点 よ り も 中 心 側 の 領 域

を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 所 定 距 離 は ３ ０ ｃ ｍ で あ り 、 前 記 奥 行 寸 法 は １ ５ ｃ ｍ 以 上 で あ

る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 廻 り の 中 心 側 に お け る 足 の 踏 み 外 し や 滑 り に よ る 数 段 下 へ の 転 落 を 防

止 す る た め に 最 適 な 踏 板 寸 法 と す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 変 形 例 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 変 形 例 に 係 る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 従 来 に お け る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 従 来 に お け る 廻 り 階 段 の 平 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

（ 第 １ 実 施 形 態 ）

　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ ～ 図 ４ は 、

本 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ の 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ は 、 上 り 始 め （ Ｕ Ｐ ） か ら 上 り き り （ Ｄ Ｎ ） に 向 か っ

て 順 に 高 く な る 第 １ 段 ～ 第 ３ 段 の ３ つ の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ が 一 定 の 段 差 を 設 け て 水 平

に 配 置 さ れ て お り 、 各 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 段 鼻 １ １ ， ２ １ ， ３ １ が 廻 り の 中 心 側 か ら
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外 側 方 向 に 伸 び て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ は 、 所 定 の 角 度 間 隔 を あ け て 平 面 視 で ９ ０ 度

の 角 度 範 囲 に 亘 り 設 け ら れ て お り 、 当 該 ３ 段 の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ に よ っ て 昇 降 向 き が

９ ０ 度 変 化 す る 。 図 ２ に 示 す 正 方 形 Ｓ に お い て 、 上 り 始 め （ Ｕ Ｐ ） は 正 方 形 Ｓ の 下 辺 、 上

り き り （ Ｄ Ｎ ） は 正 方 形 Ｓ の 右 辺 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 各 踏 板 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 平 面 視 形 状 は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 状 の 領 域

が 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ を 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 境 界 線 と し て 、 複 数 に 分 割 さ れ た 形 状 を 有 し て

い る 。 こ こ で 、 段 鼻 ２ １ と 正 方 形 Ｓ と の 交 点 を Ｐ ３ 、 段 鼻 ３ １ と 正 方 形 Ｓ と の 交 点 を Ｐ ３

’ と す る 。 ま た 、 廻 り 中 心 の 点 Ｐ １ を 通 る 正 方 形 Ｓ の 対 角 線 Ｔ 上 の 外 側 の 頂 点 を Ｘ ２ 、 Ｘ

２ に 時 計 回 り に 隣 接 す る 頂 点 を Ｘ ３ 、 Ｘ ２ に 反 時 計 廻 り に 隣 接 す る 頂 点 を Ｘ １ と す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 平 面 視 に お い て 、 段 鼻 （ 境 界 線 ） ２ １ ， ３ １ 各 々 は 、 対 角 線 Ｔ 上 の

点 Ｐ ２ か ら 外 側 方 向 に 直 線 上 に 伸 び 、 点 Ｐ ３ ， Ｐ ３ ’ で 正 方 形 Ｓ の 辺 と 交 わ っ て い る 。 段

鼻 ２ １ ， ３ １ の 形 状 は 、 対 角 線 Ｔ を 対 象 軸 と し て 、 線 対 称 形 状 と な っ て い る 。

　 段 鼻 ２ １ ， ３ １ の 長 さ （ す な わ ち 、 点 Ｐ ２ か ら 点 Ｐ ３ ま で の 長 さ 、 及 び 、 点 Ｐ ２ か ら 点

Ｐ ３ ’ ま で の 長 さ ） Ｌ ２ は 正 方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ Ｌ １ と 同 一 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ

り 、 踏 板 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 各 々 の 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 最 小 幅 は 、 Ｌ ２ （ ＝ Ｌ １ ） と な っ て い

る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 詳 細 に は 、 踏 面 １ ０ に つ い て は 、 段 鼻 （ 正 方 形 Ｓ の １ 辺 ） １ １ 、 及 び 、 段 鼻 （ 踏 面 １ ０

と 踏 面 ２ ０ と の 境 界 線 ） ２ １ の 長 さ が 、 Ｌ ２ ＝ Ｌ １ と な っ て い る 。

　 踏 面 ２ ０ に つ い て は 、 段 鼻 ２ １ 及 び 段 鼻 （ 踏 面 １ ０ と 踏 面 ２ ０ と の 境 界 線 ） ３ １ の 長 さ

が Ｌ ２ ＝ Ｌ １ と な っ て い る 。

　 踏 面 ３ ０ に つ い て は 、 段 鼻 ３ １ 、 及 び 、 正 方 形 Ｓ の １ 辺 （ 或 い は 、 踏 板 ３ ０ の 上 段 に さ

ら に 踏 板 が 存 在 す る と 仮 定 し た 場 合 の 段 鼻 ） ４ １ の 長 さ が Ｌ ２ ＝ Ｌ １ と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ２ に 示 す 本 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ と 、 図 １ ６ に 示 す 従 来 に お け る 廻 り 階 段 １

０ ０ Ｇ と を 比 較 す る と 、 図 ２ に 示 す 廻 り 階 段 １ ０ ０ は 、 図 １ ６ に 示 す 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｇ の

段 鼻 （ 境 界 線 ） ２ １ 、 ３ １ の 長 さ Ｌ ２ を 短 く し て 、 正 方 形 Ｓ の 一 辺 の 長 さ Ｌ １ と 同 じ 長 さ

と し た も の で あ る 。 そ し て 、 段 鼻 ２ １ 、 ３ １ を 短 く す る こ と で 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ の 廻 り 中

心 側 端 部 を 、 図 １ ６ に 示 す 正 方 形 Ｓ の 廻 り 中 心 側 の 頂 点 Ｐ １ か ら 図 ２ に 示 す 正 方 形 Ｓ の 内

側 の 点 Ｐ ２ に 移 動 さ せ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ れ に よ り 、 廻 り 階 段 １ ０ ０ で は 、 点 Ｐ １ 及 び 点 Ｐ ２ を 端 点 と し た 線 分 の 長 さ 分 の 離 隔

距 離 δ １ が 生 じ 、 踏 板 １ ０ の 踏 面 １ と 、 当 該 踏 板 １ ０ か ら ２ 段 上 の 踏 板 ３ ０ の 踏 面 ３ と が

、 対 角 線 Ｔ の う ち 点 Ｐ １ 及 び 点 Ｐ ２ を 端 点 と し た 線 分 を 境 界 線 と し て 、 平 面 視 に お い て 隣

接 す る こ と と な る 。 し た が っ て 、 中 心 側 に お い て 踏 面 ３ の 下 方 に は 踏 面 ２ で は な く 踏 面 １

が 存 在 す る こ と と な る た め 、 踏 面 ３ の 中 心 側 で 足 を 踏 み 外 し た と し て も 、 踏 面 ３ の 下 方 の

踏 面 １ に 足 を 載 せ る こ と が で き 、 数 段 続 け て 足 が 滑 る の を 防 ぐ こ と が で き る 。

　 こ の よ う に 、 廻 り 階 段 １ ０ ０ で は 、 離 隔 距 離 δ １ に 対 応 す る 点 Ｐ １ 及 び 点 Ｐ ２ を 端 点 と

し た 線 分 が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 足 の 踏 み 外 し や 滑 り に よ る 連 続 し た 転 落 を 防 止 す る

こ と が で き る 。 ま た 、 対 角 線 Ｔ を 対 称 軸 と し て 段 鼻 ２ １ ， ３ １ の 形 状 を 対 称 形 と し て い る

た め 、 昇 降 し 易 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ に お け る 各 踏 面 １ ， ２ ， ３

の 奥 行 寸 法 は 、 同 一 の Ｄ ３ に 設 定 さ れ て い る 。

　 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 奥 行 寸 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る と 、 下 か ら １ 段 目 の 踏 面 １ の 奥 行

寸 法 は 、 踏 面 １ の 段 鼻 １ １ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ １ ’ か ら 所 定 距 離 Ｗ １ だ け 外 側 に 離 れ た 段
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鼻 １ １ 上 の 点 と 、 踏 面 ２ の 段 鼻 ２ １ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ １ か ら 所 定 距 離 Ｗ ２ だ け 外 側 に 離

れ た 段 鼻 ２ １ 上 の 点 と 、 を 結 ん だ 線 分 の 長 さ で あ る 。

　 下 か ら ２ 段 目 の 踏 面 ２ の 奥 行 寸 法 は 、 踏 面 ２ の 段 鼻 ２ １ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２ か ら 所 定

距 離 Ｗ ３ だ け 外 側 に 離 れ た 段 鼻 ２ １ 上 の 点 と 、 踏 面 ３ の 段 鼻 ３ １ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２ か

ら 所 定 距 離 Ｗ ４ だ け 外 側 に 離 れ た 段 鼻 ３ １ 上 の 点 と 、 を 結 ん だ 線 分 の 長 さ で あ る 。

　 下 か ら ３ 段 目 の 踏 面 ３ の 奥 行 寸 法 は 、 踏 面 ３ の 段 鼻 ３ １ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ １ か ら 所 定

距 離 Ｗ ５ だ け 外 側 に 離 れ た 段 鼻 ３ １ 上 の 点 と 、 踏 面 ４ が あ る と し た 場 合 の 段 鼻 （ 又 は 正 方

形 Ｓ の １ 辺 ） ４ １ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ １ ’ ’ か ら 所 定 距 離 Ｗ ６ だ け 外 側 に 離 れ た 段 鼻 ４ １

上 の 点 と 、 を 結 ん だ 線 分 の 長 さ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 所 定 距 離 Ｗ １ ， Ｗ ２ ， Ｗ ３ ， Ｗ ４ ， Ｗ ５ は 同 一 の ３ ０ ｃ ｍ に 設 定 さ れ

て お り 、 奥 行 寸 法 Ｄ ３ は １ ５ ｃ ｍ 以 上 に 設 定 さ れ て い る 。 各 踏 面 １ 、 ２ 、 ３ の 奥 行 寸 法 Ｄ

３ を 同 一 に 設 定 す る こ と で 、 各 段 に お い て 足 を 昇 降 さ せ る 距 離 を 一 定 と す る こ と が で き る

。

　 所 定 距 離 Ｗ １ ， Ｗ ２ ， Ｗ ３ ， Ｗ ４ を ３ ０ ｃ ｍ と し た の は 建 築 基 準 法 に 準 拠 し た も の で あ

る 。 点 Ｐ １ か ら ３ ０ ｃ ｍ 以 内 の 踏 面 の 領 域 は 、 足 の 踏 み 外 し や 滑 り に よ り 数 段 連 続 し て 転

落 し 易 い 領 域 で あ り 、 踏 面 と し て 実 用 的 に 使 い 辛 い 範 囲 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お け る 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 奥 行 寸 法 Ｄ ３ は 、 Ｄ １ （ 図

１ ６ に 示 す 従 来 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ １ ） よ り も 長 く な っ て お り 、 足 の 踏 み 外 し を 防 止 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ は 一 定 の 段 差 を 設 け て 水 平 に 配

置 さ れ た ３ つ の 各 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 段 鼻 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ が 廻 り の 中 心 側 か ら 外 側

方 向 に 伸 び て お り 、 各 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 領 域

が 段 鼻 １ １ ， ２ １ ， ３ １ を 境 界 線 と し て 複 数 に 分 割 さ れ た 形 状 を 有 し 、 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ，

３ ０ 各 々 の 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 最 小 幅 は 、 正 方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ Ｌ １ と 同 一 の 長 さ で あ り 、

踏 板 １ ， ３ の 段 鼻 １ １ ， ３ １ は 、 正 方 形 Ｓ の 内 側 の 対 角 線 Ｔ 上 の 点 Ｐ ２ を 始 点 と し て 線 対

称 に 外 側 方 向 に 伸 び て い る た め 、 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 幅 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き 、 ま

た 、 踏 面 １ ， ３ の 中 心 側 の 面 積 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る た め 、 廻 り の 中 心 側 に お け

る 足 の 踏 み 外 し や 滑 り に よ る 数 段 下 へ の 転 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は ３ 段 廻 り 階 段 に つ い て 説 明 し た が 、 ３ 段 廻 り の 場 合 に 限 ら ず 、 ４

段 廻 り の 場 合 に つ い て も 、 同 様 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ 第 ２ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る

構 成 を 主 に 説 明 し 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。 図 ５ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０

０ Ａ の 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ ～ 図 ８ は 、 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ａ の 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 踏 板 ２ ０ ， ３ ０ の 段 鼻 ２

１ 、 ３ １ は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 内 側 の 点 Ｐ ２ を 始 点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び て い る 。 こ れ に

よ り 、 各 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２ と 中 心 側 の 点 Ｐ １ と の 間 に 離 間 距 離

δ ２ が 生 じ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 踏 面 ２ を 挟 ん で 対 向 す る ２ つ の 段 鼻 ２ １ 、 ３

１ が 、 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出 し た 折 れ 線 の 形 状 を 有 す る 点 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 具 体 的 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 段 鼻 ２ １ の 形 状 は 、 踏 面 ２ の 廻 り 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２

と 、 折 れ 点 Ｐ ４ と 、 点 Ｐ ２ か ら の 距 離 が Ｌ １ と な る 正 方 形 Ｓ の １ 辺 上 の 点 Ｐ ３ と 、 を 結 ん
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だ 折 れ 線 と な っ て い る 。

　 ま た 、 段 鼻 ３ １ の 形 状 は 、 踏 面 ３ の 廻 り 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２ と 、 折 れ 点 Ｐ ４ ’ と 、 点 Ｐ

２ か ら の 距 離 が Ｌ １ と な る 正 方 形 Ｓ の １ 辺 上 の 点 Ｐ ３ ’ と 、 を 結 ん だ 折 れ 線 と な っ て い る

。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 本 実 施 形 態 に お け る 段 鼻 ２ １ 、 ３ １ は 、 対 角 線 Ｔ を 対 象 軸 と し て 線 対 称 形 と な っ て お り

、 各 段 鼻 （ 折 れ 線 ） ２ １ 、 ３ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ 、 Ｐ ４ ’ は 当 該 対 角 線 Ｔ か ら 遠 ざ か る 方 向 に

突 出 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 下 か ら １ 段 目 か ら ２ 段 目 に か け て は 、 踏 面

２ の 段 鼻 ２ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ を 下 り 方 向 に 突 出 さ せ 、 点 Ｐ ２ － 点 Ｐ ４ － 点 Ｐ ３ を 結 ん だ 「 く

の 字 」 状 の 折 れ 線 を 段 鼻 ２ １ と し て い る 。 こ れ に よ り 、 踏 面 ２ の 折 れ 点 Ｐ ４ 付 近 に 踏 面 拡

張 部 分 が 形 成 さ れ 、 踏 面 ２ の 折 れ 点 Ｐ ４ 付 近 の 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。 当 該 折

れ 線 の 角 度 は ９ ０ ° を 超 え る 鈍 角 と し て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 下 か ら ２ 段 目 か ら ３ 段 目 に か け て は 、 踏 面 ３ の 段 鼻 ３ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ ’ を 上 り 方

向 に 凹 ま せ 、 点 Ｐ ２ － 点 Ｐ ４ ’ － 点 Ｐ ３ ’ を 結 ん だ 「 く の 字 」 状 の 折 れ 線 を 段 鼻 ３ １ と し

て い る 。 こ れ に よ り 、 踏 面 ２ の 折 れ 点 Ｐ ４ ’ 付 近 に 踏 面 拡 張 部 分 が 形 成 さ れ 、 踏 面 ２ の 折

れ 点 Ｐ ４ ’ 付 近 の 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。 当 該 折 れ 線 の 角 度 は ９ ０ ° を 超 え る

鈍 角 と し て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 踏 面 ２ の 段 鼻 ２ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ と 踏 面 ２ の 廻 り の 中 心 側 端 部

の 点 Ｐ ２ と の 距 離 、 及 び 、 踏 面 ３ の 段 鼻 ３ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ ’ と 点 Ｐ ２ と の 距 離 は 、 所 定 距

離 Ｗ に 設 定 さ れ て い る 。

　 ま た 、 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 奥 行 寸 法 （ 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 中 心 側 端 部 か ら 所 定 距 離 Ｗ だ

け 離 れ た 段 鼻 １ １ ， ２ １ ， ３ １ 、 ４ １ 上 の 地 点 間 の 距 離 ） は 同 一 の Ｄ ４ に 設 定 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の よ う に 、 点 Ｐ ２ か ら 所 定 距 離 Ｗ 離 れ た 踏 面 ２ の 領 域 に 踏 面 拡 張 部 分 を 形 成 し 面 積 を

広 く す る こ と で 、 点 Ｐ ２ か ら 所 定 距 離 Ｗ 離 れ た 踏 面 ２ 付 近 で の 足 の 踏 み 外 し を 予 防 す る 効

果 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お け る 離 間 距 離 δ ２ は 第 １ 実 施 形 態 に お け る 離

間 距 離 δ １ よ り も 長 く 設 定 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 各 踏 面 １ ，

２ ， ３ の 奥 行 寸 法 Ｄ ４ は 第 １ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ３ よ り も 長 く す る こ と が で き る

た め 、 足 の 踏 み 外 し を 予 防 す る 効 果 を よ り 一 層 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

（ 第 ３ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 形 態 で は 踏 面 拡 張 部 分 を 設 け た ３ 段 廻

り 階 段 に つ い て 説 明 し た が 、 本 実 施 形 態 で は 踏 面 拡 張 部 分 を 設 け た ４ 段 廻 り 階 段 に つ い て

説 明 す る 。 主 に 第 ２ 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 を 説 明 し 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。 図 ９ ～ 図

１ １ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｂ の 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｂ は ４ つ の 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０

， ４ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 踏 板 ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ の ３ つ の 段 鼻 ２ １ 、 ３ １ ， ４ １ は

、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 内 側 の 点 Ｐ ２ を 始 点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び て い る 。 点 Ｐ ２ と 廻 り の 中

心 側 の 点 Ｐ １ と の 間 に は 離 間 距 離 δ ３ が 生 じ て お り 、 点 Ｐ １ 及 び 点 Ｐ ２ を 端 点 と す る 線 分

と 、 段 鼻 ３ １ と で 、 正 方 形 Ｓ の 対 角 線 Ｔ が 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 段 鼻 ２ １ の 形 状 は 、 踏 面 ２ の 廻 り 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２ と 、 折 れ 点 Ｐ ４ と 、 点 Ｐ ２ か ら の
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距 離 が Ｌ １ と な る 正 方 形 Ｓ の １ 辺 上 の 点 Ｐ ３ と 、 を 結 ん だ 折 れ 線 と な っ て い る 。

　 ま た 、 段 鼻 ４ １ の 形 状 は 、 踏 面 ４ の 廻 り 中 心 側 端 部 の 点 Ｐ ２ と 、 折 れ 点 Ｐ ４ ’ と 、 点 Ｐ

２ か ら の 距 離 が Ｌ １ と な る 正 方 形 Ｓ の １ 辺 上 の 点 Ｐ ３ ’ と 、 を 結 ん だ 折 れ 線 と な っ て い る

。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 下 か ら １ 段 目 か ら ２ 段 目 に か け て は 、 踏 面 ２ の 段 鼻 ２ １ の 折 れ

点 Ｐ ４ を 下 り 方 向 に 突 出 さ せ 、 点 Ｐ ２ － 点 Ｐ ４ － 点 Ｐ ３ を 結 ん だ 「 く の 字 」 状 の 折 れ 線 を

段 鼻 ２ １ と し 、 踏 面 ２ の 折 れ 点 Ｐ ４ 付 近 に 踏 面 拡 張 部 分 を 形 成 す る こ と に よ り 、 踏 面 ２ の

折 れ 点 Ｐ ４ 付 近 の 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。 折 れ 線 の 角 度 は ９ ０ ° を 超 え る 鈍 角

で あ る 。

　 ま た 、 下 か ら ３ 段 目 か ら ４ 段 目 に か け て は 、 踏 面 ４ の 段 鼻 ４ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ ’ を 上 り 方

向 に 凹 ん だ 部 分 と し 、 点 Ｐ ２ － 点 Ｐ ４ ’ － 点 Ｐ ３ ’ を 結 ん だ 「 く の 字 」 状 の 折 れ 線 を 段 鼻

４ １ と し 、 踏 面 ３ の Ｐ ４ ’ 付 近 に 踏 面 拡 張 部 分 を 形 成 す る こ と に よ り 、 踏 面 ３ の 折 れ 点 Ｐ

４ ’ 付 近 の 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。 折 れ 線 の 角 度 は ９ ０ ° を 超 え る 鈍 角 で あ る

。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ 各 々 の 奥 行 寸 法 は 同 一 の Ｄ ５ に 設 定 さ

れ て い る 。

　 な お 、 第 １ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ３ 、 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ４ 、 第 ３

実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ５ に は 、 以 下 の 関 係 が あ る 。

（ 第 １ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ３ ） ＞ （ 従 来 に お け る 図 １ ６ に 示 す 奥 行 寸 法 Ｄ １ ）

（ 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ４ ） ＞ （ 第 １ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ３ ）

（ 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 奥 行 寸 法 Ｄ ５ ） ＞ （ 従 来 に お け る 図 １ ７ に 示 す 奥 行 寸 法 Ｄ ２ ）

【 ０ ０ ５ ７ 】

（ 第 ４ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 第 ４ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ２ は 、 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０

Ｃ の 平 面 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 段 鼻 ２ １ ， ３ １ 各 々 の 形 状 が 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た

折 れ 線 に 代 え て 、 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ で 曲 率 の 正 負 が 変 化 す る 曲 線

と な っ て い る 。 段 鼻 ２ １ ， ３ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ よ り も 中 心 側 で は 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １

は 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出 し 、 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ よ り も 外 側 で は 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ は

互 い に 近 づ く 方 向 に 突 出 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ れ に よ り 、 踏 面 ２ の 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ よ り も 廻 り の 中 心 側 の 領 域 に 踏 面 拡 張 領 域 を

形 成 し て 面 積 を 広 く す る こ と が で き 、 当 該 踏 面 拡 張 領 域 に 足 を 載 せ た 場 合 に 足 を 踏 み 外 す

の を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

（ 第 ５ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 第 ５ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ３ は 、 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 廻 り 階 段 １ ０ ０

Ｄ の 平 面 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 段 鼻 ２ １ ， ４ １ の 形 状 各 々 が 、 第 ３ 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た

折 れ 線 に 代 え て 、 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ で 曲 率 の 正 負 が 変 化 す る 曲 線

と な っ て い る 。 段 鼻 ２ １ ， ４ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ よ り も 中 心 側 で は 、 段 鼻 ２ １ ， ４ １

は 互 い に 遠 ざ か る 方 向 に 突 出 し 、 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ よ り も 外 側 で は 、 段 鼻 ２ １ ， ４ １ 同

士 は 互 い に 近 づ く 方 向 に 突 出 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ れ に よ り 、 踏 面 ２ 、 ３ の 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ よ り も 廻 り の 中 心 側 の 領 域 に 踏 面 拡 張 領

域 を 形 成 し て 面 積 を 広 く す る こ と が で き 、 当 該 踏 面 拡 張 領 域 に 足 を 載 せ た 場 合 に 足 を 踏 み

外 す の を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】
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　 以 上 説 明 し た よ う に 、 踏 板 各 々 の 踏 面 の 最 小 幅 を 、 正 方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ と 同 一 の 長 さ

と す る こ と で 、 各 踏 板 の 幅 を 十 分 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 正 方 形 Ｓ の 内 部 の 点 Ｐ ２

と 廻 り 中 心 側 の 点 Ｐ １ と を 結 ぶ 線 分 の 上 側 及 び 下 側 の 踏 面 の 領 域 を 広 く 確 保 す る こ と が で

き る た め 、 上 側 の 踏 面 の 中 心 側 付 近 で 足 を 踏 み 外 し た と し て も 、 下 側 の 踏 面 の 中 心 側 の 領

域 に 足 を 載 せ る こ と が で き 、 数 段 続 け て 落 下 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 は 一 例 に 過 ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し

な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 例 え ば 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 各 踏 面 の 奥 行 寸 法 は 同 一 で あ る と し て 説 明 し た

が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 各 踏 面 の 奥 行 寸 法 は 異 な っ て い て も よ い 。 ま た 、 上 述

し た 第 １ 実 施 形 態 で は 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ 各 々 は 、 正 方 形 Ｓ の 内 側 の 点 Ｐ ２ か ら 外 側 方 向 に

伸 び て い る と し て 説 明 し た が 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ は そ れ ぞ れ 正 方 形 Ｓ の 内 側 の 異 な る 地 点 か

ら 外 側 方 向 に 伸 び て い て も よ い 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お け る 所 定 距 離 、 踏 面 の 幅 、

奥 行 寸 法 等 の 値 は 一 例 に 過 ぎ ず 、 任 意 の 値 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ま た 、 上 述 し た 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 段 鼻 （ 折 れ 線 ） ２ １ ， ３ １ の 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ と

廻 り の 中 心 側 の 端 部 Ｐ ２ と の 距 離 は 所 定 距 離 Ｗ で あ る と し て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ

る こ と は な く 、 図 １ ４ に お け る 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｅ の 平 面 図 に 示 す よ う に 、 折 れ 点 Ｐ ５ ， Ｐ

５ ’ を 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 折 れ 点 Ｐ ４ ， Ｐ ４ ’ の 位 置 よ り も 廻 り の 中 心 側 寄 り の 位 置 に

設 定 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ の 折 れ 点 Ｐ ５ ， Ｐ ５ ’ と 踏 面 ２ の 中 心 側 端 部

の 点 Ｐ ２ と の 距 離 は 、 所 定 距 離 Ｗ 未 満 と な り 、 踏 面 ２ の 折 れ 点 Ｐ ５ ， Ｐ ５ ’ 付 近 に 踏 面 拡

張 部 分 が 形 成 さ れ る 。

　 点 Ｐ ２ か ら 所 定 距 離 Ｗ 未 満 に あ る 踏 面 ２ の 領 域 は 、 足 を 踏 み 外 し 易 く 昇 降 に 使 用 し 辛 い

領 域 で あ る が 、 当 該 領 域 に 踏 面 拡 張 部 分 を 形 成 す る こ と に よ り 、 足 を 載 せ 場 合 に 踏 み 外 し

難 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 に お け る 廻 り 階 段 は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 領 域 を 分 割 す る こ と

に よ り 各 踏 板 の 踏 面 の 形 状 を 形 成 し た が 、 分 割 対 象 と な る 平 面 視 形 状 は 正 方 形 Ｓ に 限 定 さ

れ る こ と は な く 、 図 １ ５ に 示 す よ う な 長 方 形 Ｒ で あ っ て も よ い 。

　 図 １ ５ に 示 す 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｆ は 、 下 段 か ら 上 段 に 向 か っ て 順 に 高 く な る 第 １ 段 ～ 第 ９

段 の 踏 板 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ が 所 定 の 角 度 間 隔 を あ

け て 平 面 視 で １ ８ ０ ° の 角 度 範 囲 に 亘 り 設 け ら れ て い る 。 当 該 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｆ は 、 例 え

ば 、 上 下 の ２ つ の 直 階 段 を 接 続 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｆ の 平 面 視 形 状 は 、 １ 辺 が 他 辺 の ２ 倍 の 長 さ を 有 す る 長 方 形 Ｒ と な っ て

お り 、 当 該 長 方 形 Ｒ を ９ つ に 分 割 す る こ と に よ り 、 ９ 段 の 踏 板 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ ， ４ ０ ，

５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ の ９ つ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ を 形 成

し て い る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ の 最 小 幅 Ｌ は 、 長 方 形 Ｒ の 短 辺 の 長 さ Ｌ １ と

同 一 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 と 同 様 に 、 所 定 距 離 Ｗ は ３ ０ ｃ ｍ で あ

り 、 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ 各 々 の 奥 行 寸 法 Ｄ は １ ５ ｃ ｍ 以 上 の 同 一 長

さ に 設 定 さ れ て い る 。

　 ま た 、 段 鼻 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ は 折 れ 線 と な っ て お り 、 当 該 折 れ 線 を

構 成 す る 各 線 分 の 向 き や 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 各 踏 面 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７

， ８ ， ９ の 奥 行 寸 法 Ｄ を 最 大 限 に 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 １ ５ に 示 す よ う な 壁 厚 Ｚ が １ ３ ． ５ ｃ ｍ 程 度 で １ ８ ０ ° に 折 り 返 す 廻 り 階 段 １ ０ ０ Ｆ

に お い て 、 全 段 の 踏 板 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ の 最 小 幅
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Ｌ と し て 長 さ Ｌ １ を 確 保 し な け れ ば な ら な い 場 合 、 従 来 に お い て は 平 面 視 長 方 形 Ｒ の 領 域

を ８ 段 分 （ 正 方 形 Ｓ の ４ 段 廻 り 割 付 形 状 の 左 右 対 称 形 状 ） で 割 り 付 し て い た が 、 図 １ ５ に

示 す よ う な 割 付 け と す れ ば 、 ９ 段 分 割 り 付 け す る こ と が 可 能 で あ り 、 各 段 の 高 さ を 低 く す

る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 廻 り 階 段 は 、 限 ら れ た 空 間 で の 設 計 と 安 全 性 が 要 求 さ れ る 一 般 住 宅 、 歩 道

橋 、 各 種 施 設 等 に お け る 平 面 視 矩 形 （ 正 方 形 及 び 長 方 形 を 含 む ） 状 の 廻 り 階 段 に 利 用 す る

こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ０ 】

１ ０ ０ 、 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ 、 １ ０ ０ Ｃ 、 １ ０ ０ Ｄ 、 １ ０ ０ Ｅ 、 １ ０ ０ Ｆ 　 廻 り 階 段

１ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 　 廻 り 踏 板

１ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 　 踏 面

１ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 　 段 鼻

Ｐ ４ 、 Ｐ ４ ’ 、 Ｐ ５ 、 Ｐ ５ ’ 　 折 れ 点

Ｔ 　 対 角 線

【 要 約 】

【 課 題 】 各 踏 板 の 幅 を 確 保 し つ つ 、 廻 り 中 心 側 に お け る 足 の 踏 み 外 し や 滑 り に よ る 数 段 下

へ の 転 落 を 防 止 す る 踏 面 形 状 を 有 す る 廻 り 階 段 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 廻 り 階 段 １ ０ ０ は 、 一 定 の 段 差 を 設 け て 水 平 に 配 置 さ れ た 複 数 の 各 踏 板 １ ０

， ２ ０ ， ３ ０ の 段 鼻 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ が 廻 り の 中 心 側 か ら 外 側 方 向 に 伸 び て お り 、 各 踏 板

１ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ の 踏 面 １ ， ２ ， ３ は 、 平 面 視 正 方 形 Ｓ の 領 域 が 段 鼻 １ １ ， ２ １ ， ３ １ を

踏 面 １ ， ２ ， ３ 同 士 の 境 界 線 と し て 複 数 に 分 割 さ れ た 形 状 を 有 し 、 踏 板 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０

各 々 の 踏 面 １ ， ２ ， ３ の 最 小 幅 Ｌ ２ は 、 正 方 形 Ｓ の １ 辺 の 長 さ と 同 一 の 長 さ で あ り 、 踏 板

１ ， ３ の 段 鼻 １ １ ， ３ １ は 、 正 方 形 Ｓ の 領 域 の 内 側 の 点 Ｐ ２ を 始 点 と し て 外 側 方 向 に 伸 び

て い る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】

10



(13) JP  7090369  B1  2022.6.24

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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